
 

開催日時：2022 年 5 月 15 日（日） 13:00-14:30 

参加人数：14 名（運営含む） 

 

企画の概要 

 教育や政治など、様々な分野で活発な議論が行われている「シティズンシップ」。今回の

スタディ・スタヂオでは、「シティズンシップ」に関心を持つ方々が集まり、議論できる場

を企画しました。多様なバックボーンを持つ参加者が、各々どのように「シティズンシップ」

を捉えているのか、多義性の中から見えてくるものは何か、議論し深める機会となりました。 

 

当日の流れ 

 まず、運営の玉井さんより、「シティズンシップ」の重要性と多義性が社会や学問の中で

注目を集めていることが共有されました。参加者の方々にも「私なりの『シティズンシップ』

の定義に関連するキーワード」をメンチメーターへと書き込んでもらい、シティズンシップ

の捉え方が、参加者間でも多様であるこ

とを確認していきました。画像中央に大

きく書かれた「権利」や「民主主義」など

のキーワードを多くの方が挙げた一方、

「選挙」「熟議」「女性」「子ども」など、

「シティズンシップ」と結びつく様々な

イメージが提示されました。 

 続いて、玉井さんよりシティズンシッ

プの類型として「自己責任型」「参加型」

「正義志向型」という分類が紹介されま

した。参加者の方々に、自身の描く市民像

のスタンスに近いものを選択していただ

いたところ、正義志向型が最も賛成を集

めました。しかし、ここでも参加者間での

スタンスの違いが見られるなど、「シティ

ズンシップ」の十人十色な捉え方が浮き

彫りになっていきました。 

 次に、「〇〇・シティズンシップ」の〇〇に入るキーワードについて、既存のアイデアを

 

 

十人十色の「シティズンシップ」 

〜 私が「シティズンシップ」を定義するとしたら…… 〜 
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持ち寄ったり、オリジナルで考案したりするアクティビティが行われました。参加者同士議

論する中で、「グローバル」「デジタル」などの場所や、「環境」「平和」などのテーマ、「子

どもの」「女性の」などの対象となる人々によって、「シティズンシップ」のあり方が変化す

ることを共有していきました。また、「アクティブ」「社会への批判的眼差し」など、「シテ

ィズンシップ」と関連する「責任」についても言及がなされました。 

 
 

以上の議論を踏まえて、最後に参加者間で「シティズンシップ」の定義について考えを共

有していきました。そこでは、①「シティズンシップ」には絶対的な定義が存在せず、柔軟

に形を変えるものであること、②多様な「シティズンシップ」観に出会い、自身の「観」を

問い直し、洗練させていく努力の重要性が参加者から語られました。 

 
 

コミュニティの一員としての「権利」と「責任」を示し、それが時に排除にもつながり得

る「シティズンシップ」。今回のイベントが、その多義性を見つめ、今後の認識や議論の洗

練に向けた足がかりとなれば幸いです。 

（主な企画・運営スタッフ：玉井、岡本、別木、野瀬  報告書作成：野瀬） 


